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富山同友会版「経営環境レポート」から見る、富山県中小企業の展望

―富山県中小企業家同友会「経営環境レポート」分析より―

阪南大学経営情報学部　関　智宏

構　成

Ⅰ．はじめに―簡単な自己紹介―

　1．私と同友会

　2．私と中小企業憲章制定運動
Ⅱ．「経営環境レポート」とその分析

　1．富山版レポート・フォーマットの特徴

　2．分析の方法、データ

3．レポート分析

①地域・業界動向と自社の経営環境

②自社の方向性

　　③経営環境の課題、望ましい経営環境

　　④中小企業憲章に期待すること
Ⅲ．まとめに代えて―今後の運動展開―

　1．「経営環境レポート」の活用
　　①中小企業家の「声」の対外的発信

　　②分析の精緻化

　　③さらなる活用のために　

　2．憲章制定運動との関連で
　　①中小企業基本法の意義と課題
　　②中小企業基本法の改定と地方自治体

以上

表―１　支部別構成

	
	
	度数
	％
	富山同友会
	％

	
	城　南
	20
	20.0
	116
	24.7

	
	城　北
	22
	22.0
	100
	21.4

	
	新　川
	20
	20.0
	102
	21.8

	
	呉　西
	23
	23.0
	99
	21.2

	
	となみ野
	15
	15.0
	51
	10.9

	
	合計
	100
	100.0
	468
	100.0


表－２　業種
	
	
	度数
	％
	富山同友会
	％

	
	1　建設業
	23
	23.0
	103
	22.0

	
	2　製造業
	25
	25.0
	105
	22.4

	
	3　商業
	13
	13.0
	74
	15.8

	
	4　サービス業
	26
	26.0
	99
	21.2

	
	5　その他
	13
	13.0
	87
	18.6

	
	合計
	100
	100.0
	468
	100.0


表－３　従業員規模
	
	
	度数
	％
	
	富山同友会
	％


	
	1　3名以下
	12
	12.0
	1　4名以下
	96
	20.5

	
	2　4～9名
	25
	25.0
	2　5～9名
	110
	23.5

	
	3　10～19名
	15
	15.0
	3　10～29名
	147
	31.4

	
	4　20～49名
	30
	30.0
	4　30～49名
	48
	10.3

	
	5　50名以上
	17
	17.0
	5　50名以上
	67
	14.3

	
	合計
	99
	99.0
	合計
	468
	100.0

	
	システム欠損値
	1
	1.0
	
	
	

	合計
	100
	100.0
	
	
	


表－４　地域・業界動向と自社の経営環境（単純集計）
	項  目
	度数
	％

	市場縮小、顧客数・受注数量減少、消費力減（これによる価格下落）
	43
	43.0 

	原材料費・資材の高騰、中国製品の高騰、価格転嫁できず
	28
	28.0 

	大手、異業種、海外製品など参入増、競合相手の価格競争激化
	26
	26.0 

	顧客ニーズのレベル高、多様化、価値観の変化
	13
	13.0 

	顧客の要求対応によるコスト増、行動変化
（コストダウン要請、無理な要求）
	9
	9.0 

	不況感、不安感
	7
	7.0 

	少子高齢化、労働条件の悪さ、若手不足
	7
	7.0 


	人材育成
	6
	6.0 

	人材不足、補充できず
	6
	6.0 


注：度数5以上の項目のみ列挙

表－５　地域・業界動向と自社の経営環境（業種別分析）
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注：度数10以上の項目のみ列挙

建設業：造園業（40）

「新設住宅着工件数は減少しており、建築基準法の改正でさらに悪化するものと考えられ、新築に伴う造園工事の減少が予想される」
建設業：内装仕上げ工事業（61）

「内装業界は住宅着工数減少、単価下落で増改築リフォーム増も差引は減」
製造業：印刷業（66）

「原油高に始まった関連資材・経費の値上げ、度重なる印刷用紙の値上げ」

製造業：電子部品加工業（・外食業）（18）

「自動車及び携帯電話の販売台数が減少、このため受注数は減少する見込み」

商業：卸売業・建設業・小売業（27）

「展示場ルートに多くの企業が参入。デフレ状況から脱しきれず、価格競争が激化して激化している。同時に訪問販売が難しくなってきている」

サービス業： 自動車整備業（55）

「個人の自家用車は顧客数の減少化が続き整備売上及び車両販売の減少に影響が大きくなり対策が急務」

サービス業：広告代理・通信設備販売、施行、メンテナンス（57）
「派遣業の規制緩和が施行されてから同業他社が4倍に膨れ上がった。最早、生き残りをかけた熾烈な価格競争が幅を利かし、県人口のキャパシティを越えている」

その他：ソフトウェア開発販売（88）

「基本OSの変化に伴って一時的には、コンピュータの更新が行われてハードウエアの需要が伸びるが、昨今の景気低迷により企業間でも設備投資を抑え気味の傾向がみられる」
表－６　地域・業界動向と自社の経営環境（規模別分析）
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注：度数10以上の項目のみ列挙

表－７　自社の方向性・戦略（単純集計）

	項　目
	度数
	％

	社員の育成・教育
	33
	33.0 

	販路開拓・構築、販売先獲得、営業力強化、受注力強化
	31
	31.0 

	新商品開発、差別化の商品
	26
	26.0 

	企業づくり、経営品質向上、他社との差別化、強みを強化、自立化
	21
	21.0 

	品質、サービス力向上
	19
	19.0 

	経営理念、経営計画、経営指針
	18
	18.0 

	地域に愛される、活力を育む、地域密着、地域社会へ貢献
	18
	18.0 

	新分野進出、分野拡張、多角化
	18
	18.0 

	組織づくり、社風づくり、5S
	17
	17.0 

	顧客満足、ニーズに合致
	17
	17.0 

	高付加価値、収益性、生産性向上
	15
	15.0 

	顧客、エンドユーザーと直接・密接
	15
	15.0 

	地域、大学、同業、研究機関、農業等との連携
	14
	14.0 

	信義、信頼
	12
	12.0 

	提案型営業、攻め
	11
	11.0 

	社員の採用・教育、人間的かかわり
	11
	11.0 

	安全安心の提供
	10
	10.0 

	情報発信・収集、活用、ホームページ
	10
	10.0 

	技術・知識習得・共有
	9
	9.0 

	自然環境への配慮、地球を大切に、循環型社会
	7
	7.0 

	安定した仕事・収入
	7
	7.0 

	対応力
	7
	7.0 

	業務の効率化
	7
	7.0 

	労働環境の整備、従業員満足、パート社員待遇
	6
	6.0 

	多品種、品揃え
	5
	5.0 

	財務体質強化
	5
	5.0 

	設備投資
	5
	5.0 


注：度数5以上の項目のみ列挙

表－８　自社の方向性・戦略（業種別分析）
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注：度数10以上の項目のみ列挙

建設業：建設業（42）

「下請負からの脱却：直受注の顧客拡大（設備工事全般で受注する体制づくり）、営業力の強化：仕事を「創る」提案型。固定客の拡大。新商品や新工法の提供」
製造業：製材業（98）

「蜜蝋（ミツバチの巣を精製）をベースに、事前塗料を開発しており、来年度には市販化予定」

商業：建材部品・ユニット商品の卸売、エクステリア建材の卸売、住環境関連商品の一般販売（70）

「今までの地元ユーザーへの対応を守りつつ、全社協力でマーケティングを行い、ネット市場向けの販売品の企画販売に力を入れる」

サービス業：一般旅行業（30）

「楽しさを売る事務所造りや来店のお客様への応対など、新しい感覚の旅行会社を目指し社員レベルの向上を図って行く」

表－９　自社の方向性・戦略（規模別分析）
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注：度数10以上の項目のみ列挙

表－１０　望ましい経営環境、経営環境の課題（単純集計）

	項　目
	度数
	％

	人材・人財育成（社員、後継者、子どもたち）
	37
	37.0 

	人材不足、人材確保、定着
	19
	19.0 

	社内組織・業務整備、効率化、組織づくり
	15
	15.0 

	新商品・サービス創造、新規事業の展開
	14
	14.0 

	提案しにくい
	8
	8.0 

	長時間労働、低賃金、休日の確保、労働条件・環境の整備
	7
	7.0 

	経営理念の浸透、成文化
	7
	7.0 

	対応力強化
	6
	6.0 

	国・自治体の支援強化
	5
	5.0 

	受注、仕事量確保、顧客開発
	5
	5.0 

	円滑な資金繰り
	5
	5.0 


注：度数5以上の項目のみ列挙

度数4の項目

「商品価値の正当な評価・啓蒙、適正価格」、「法律改正、制度改善」、「協働、連携、ネットワーク」、「低価格化、価格破壊」、「技術力向上」、「自分が変わる、意識改革」

度数3の項目

「売上低下、需要低下、安定した売上」、「やる気、チャレンジ、決断力、勇気」、「業務マニュアル・システム化、プロセスの改善」、「循環型サイクル」、「国産材の生産・流通の促進」、「日本人の生活等の価値基準の変化」、「業界の社会的地位向上」、「景気安定が望めない、不景気感」、「拡販、販売網確立」

表―１１　企業が1社でがんばろうとすれば対処できうる環境問題
　がんばろうとしてもできない→環境整備
	経営者
	自分が変わる、意識改革
やる気、チャレンジ、決断力、勇気
経営理念の浸透、成文化

	製品・技術
	新商品・サービス創造、新規事業の展開

技術力向上

	営業
	提案しにくい

拡販、販売網確立

	雇用・労務
	人材・人財育成（社員、後継者、子どもたち）

長時間労働、低賃金、休日の確保、労働条件・環境の整備

	組織
	社内組織・業務整備、効率化、組織づくり　

業務マニュアル・システム化、プロセスの改善


表―１２　企業が1社でもがんばろうとしても対処できない環境問題（企業をめぐる問題）

	取引関係
	受注、仕事量確保、顧客開発

売上低下、需要低下、安定した売上

円滑な資金繰り

	連携
	協働、連携、ネットワーク

	雇用・採用
	人材不足、人材確保、定着

	支援
	国・自治体の支援強化


表―１３　企業ががんばろうとしても対処できない環境問題（企業をとりまく大きな問題）

	競争環境
	低価格化、価格破壊

	景況
	景気安定が望めない、不景気感

	業界
	業界の社会的地位向上

	価値基準
	日本人の生活等の価値基準の変化

	国産重視
	国産材の生産・流通の促進

	循環型
	循環型サイクル


表－１４　望ましい経営環境、経営環境の課題（業種別分析）
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注：度数10以上の項目のみ列挙

建設業：建築業（32）

「設計士の確保が難しく、下手な人材を入れるなら、外注でもしっかりした人を確保したい」

建設業：建設業（42）

「ものづくりに対しての姿勢（目配り・気配り・心配り）」

製造業：食品製造業（6）

「相手先の商品が多いため、商品作り、品質管理など受け身の対応」

サービス業：機械設計業（23）

「目先の忙しさに追われ、人を育てるという環境ができていない」

サービス業：保守・点検サービス業（69）

「人材の雇用・育成は絶対に不可欠であると考えておりますが、今後の見通しを含めた業績や乏しい求人状況を考えてしまい大胆な実行・計画に移れておりません」

表－１５　望ましい経営環境、経営環境の課題（規模別分析）
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注：度数10以上の項目のみ列挙
表－１６　中小企業憲章に望むこと

	項　目
	度数
	％

	中小企業の実態を把握し、現実的な政策を立案、中小企業政策の重視
	20
	20.0 

	制度、法令の見直し（中小企業に対する影響考慮）
	16
	16.0 

	中小・零細企業の役割、存在を正当に評価、意識の変化
	13
	13.0 

	地域活性化、地域おこし、まちづくりを自治体、地域とともに
	12
	12.0 

	教育
	10
	10.0 

	中小企業が発展・活性化、幸せになる社会
	10
	10.0 

	経済活性化
	8
	8.0 

	違反行為に対する指導・監督強化（下請たたき含む）
	7
	7.0 

	政府の無駄の排除、天下りなし、借金体質からの脱却、しっかりとして
	7
	7.0 

	国、国民、企業連携による国づくり
	5
	5.0 

	雇用創出
	5
	5.0 

	中小企業家の自覚、責任、意識変化
	5
	5.0 


注：度数5以上の項目のみ列挙

参考：度数4以下の項目（順不同）

「安心して子どもを生み育てる社会、人口増、少子化対策」、「家族を守る」、「国内自給率増」、「農業経営者の養成、連携」、「雇用形態の見直し」、「外国人の受入を」、「若い人が就職する、辞めていかない業界に」、「自助努力でよい環境にできる」、「日本人の知恵を生かせる」、「大手志向社会の改善」、「地元企業優先」、「地域を重視する、地産地消、地場産業保護」、「規模による所得格差の是正」、「地域格差の解消」、「雇用環境の整備」、「働く人が誇りと夢をもてる」、「人と人とが信頼関係の上で付き合える世の中」、「地域へ労働者のリターン」、「国・自治体の政策ビジョンの明確化」、「地域から必要とされる」、「無理のない自然体に」、「マナーと真剣さとやさしさ」、「悪質業者の市場からの撤退」、「新産業創出」「納税」、「経営指針に基づく経営」、「中小企業家の努力が報われる」、「食料、資源など安定した供給」、「環境対策」、「他業種、団体などとの連携、共存共栄」、「国民の生活を守る、豊かにする」、「女性を活用する」、「業界の地位を向上」、「規制緩和の見直し、規制強化」、「規制緩和、撤廃」、「観光の発展」、「業界、自社の強みなどのPR」、「安心な社会
平和な、住みやすい国家の維持」、「意味のない便利さの追求をやめる」、「機会の平等」、「適正な価格、収益」、「地球環境保護、自然との共生」、「技術技能の伝承」、「後継者、事業継承」

中小企業憲章に望むこと：整理

中小企業に関する記述

1 中小企業は、あらゆる業種において重要な地位を占めており、各業界の振興に大きく寄与する。
2 中小企業は、自助努力により、新製品・サービス開発、新事業創造などから発展･可能性を成し遂げ可能性があり、経済活性化、環境貢献、雇用創出、納税などに大きく貢献する。また幸せな社会、つまり国民の生活を守る、豊かにするという点にも寄与する。
3 中小企業は以上の役割をもつ主体であるということを、中小企業家は自覚・責任をもつということを認識しなければならない。
4 とくに、経営指針に基づく経営を展開しながら、地域に必要とされる、若者が多く雇用される、やめていかない、誇りをもてる、他業種、団体などとの連携、共存共栄を図る、女性を活用する、環境対策を図る、国内自給率を増やす、安心して子どもを生み育てる社会、事業・技能継承などなど
5 また、国民は、教育などを通じて、中小企業の存在と役割を正当に評価するとともに、中小企業がその役割を果たしうるという認識をしなければならない。中小企業の努力が報われる社会でなければならない。
政策、制度・法令に関する記述

　
1 制度、法令の見直し、規制強化、規制緩和は、中小企業に対する影響をまず考慮したうえで実施しなければならない。
2 政府の無駄をなくし、その浮いた分を中小企業に転用してほしい
3 中小企業が、適正な価格、収益を維持できるように競争環境の整備を行わなければならない。安定安心した価格維持が困難な場合は、無駄の排除、天下り禁止などから整備の方向。
4 中小企業が存続維持のために、技術技能の伝承や、後継者・事業継承の問題を解決していかなければならない。
5 豊かな国づくりのために、中小企業を中心とした国づくり。政府、国民などとも連携しながら。
6 中小企業が自社の強みをPRする支援。
7 悪質業者、下請いじめみたいな業者を市場から撤退させる。規制強化。
8 地域の業者を重視するとともに、地域格差を是正する。
9 業界の地位を向上させる。
　

参考：中小企業家同友会全国協議会が求めている「中小企業憲章の内容に関する意見・提案の公募」

憲章について今まで出ているテーマ例

1 中小企業重視の産業政策を中軸に据えた草の根からの日本経済の新しい成長発展をめざす。 

2 中小企業家と創業者の自主的経営努力が正当に評価される健全な競争条件と経営環境をつくるとともに、大企業はその存在にふさわしい役割と責任を果たす経済社会をめざす。 

3 農林水産業を含む地域資源のすべてを活用して、地域が明るく元気になる企業づくり、地域づくりをめざす。 

4 女性の社会参加や障害者の自立と雇用を支援し、誰もが共に暮らせる「共生社会」づくりに貢献する中小企業を励ますとともに、「働きがいのある人間らしい仕事」を創出する。 

5 中小企業と地域を支える、円滑で頼りになる金融システムを構築する。 

6 まじめに働くものが報われる社会保障制度と公正な税制を実現する。 

7 中小企業は人びとが地球環境の課題に取り組むチャンスを提供し、「グリーン」な中小企業が地域に増え、根を張る仕組みをつくる。 

8 学校・家庭・社会のすべての教育現場で、企業家として生きることの意義を考える気風を醸成するとともに、中小企業に対する国民的理解を広げ、正確な認識を普及する。 

9 中小企業の国際交流・貢献を推進し、アジアとの経済的な共生に努めるとともに、アジアでの中小企業憲章制定をめざす。 

10 中小企業省を設置し、中小企業担当大臣を置くとともに、すべての政策や法律・規制が中小企業への影響を事前に考慮して立案され、実施されるという原則を確立する。

「中小企業憲章」制定に向けて、中同協では、現在、上記の10項目に関連して（または関連しなくとも）、意見を述べる機会を設けている。

http://www.doyu.jp/kensyou/offered/　参照（2009年1月31日閲覧） 

参考：旧レポート・フォーマット
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１．自社のプロフィールと地域・業界でのポジション

　・プロフィール（業種・社員数・自社の特徴・売り上げ動向など）

・地域での位置づけ（同業種の事業所数・自社のポジションなど）
２．地域・業界をめぐる動向と自社の経営環境

　・地域と業界をめぐる動向（地域の同業他社・業界をめぐる全国的動向など）

・自社の経営環境に係わる変化（経営環境はどのように良くなっているか、悪化しているか）
３．自社の方向性と経営環境改善の課題

　・自社の方向性（どのような経営戦略、経営方針を持って経営に取り組んでいるのか）

　・経営環境を改善していくための課題は何か（何が望ましい経営環境を阻害しているか）
４．「中小企業憲章」に望むこと

・自治体や国などに望むこと

　・業界、経済団体（中小企業家同友会）として取り組むこと
記入日　　　　　　　　　　　　
業　種　　　　　　　　　　　　

企業名　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
参考：新レポート・フォーマット(2008.10.01～)
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記入日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業種　　　　　　　　　　　　　　　　

企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

　 業　 種：□農業　□林業　□漁業　□鉱業　□建設業　□製造業　□電気･ガス･熱供給･水道業

□情報通信業　□運輸業　□卸売･小売業　□金融･保険業　□不動産業　□飲食店、宿泊業　□医療、福祉　□教育、学習支援業　□複合サービス業　□サービス業(他に分類されないもの)

　 社 員 数 ：□0～4　□5～9　□10～29　□30～49　□50～99　□100～199　□200～299　□300～

１．自社のプロフィールと地域・業界でのポジション

1 プロフィール（業種の詳細・社員数・資本金額・自社の特徴・売上とその動向 など）


2 地域での位置づけ（同業種の事業所数・自社のポジション など）


２．地域・業界をめぐる動向と自社の経営環境

1 地域と業界をめぐる動向（地域の同業他社・業界をめぐる全国的動向 など）


2 自社の経営環境に係わる変化（経営環境はどのように良くなっているか、悪化しているか）

３．自社の方向性と経営環境改善の課題

1 自社の方向性（どのような経営戦略、経営方針を持って経営に取り組んでいるのか）


2 経営戦略を実施する上で、自社内で解決すべき問題点


3 経営戦略を実行する上で、自社だけでは解決出来ない問題点


４．「中小企業憲章」についてご存知でしょうか？

 a．よく知っている　　b．少し知っている　　c．名前は聞いた事がある　　d．知らない 　
５．「中小企業憲章」に望むこと

1 自治体や国などに望むこと

2 業界、経済団体（中小企業家同友会）として取り組むこと


富山県中小企業家同友会　経営環境レポート


ポイント　①地域を見つめ、業界の現状と自社のポジション（位置）を再確認します。


　　　　　　②外部環境を改善していくための課題は何かを考えます。


　　　　　　③提出頂いたレポートを基に、業種別に分析し、学習会・例会に活かします。また、行政・


金融・他団体等と懇談会を行う時に使用する資料といたします。








富山県中小企業家同友会　　　経営環境レポート


ポイント　①地域を見つめ、業界の現状と自社のポジション（位置）を再確認します。


　　　　　　②外部環境を改善（成長阻害要因の軽減・排除）していくための課題は何かを考えます。


　　　　　　③提出頂いたレポートを基に、業種別に分析し、学習会・例会に活かします。また、行政･


金融･他団体等と懇談会を行う時に使用する資料といたします。
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